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序

本書は、 平成16年度に行った山ノ井南野遺跡の埋蔵文化財調査報告書

です。

当市は国道209号が南北に、 国道442号が東西に走り、 九少卜I自動車道八

女インタ ー チェンジ、JR羽犬塚駅など交通の要所です。今回報告する山

ノ井南野遺跡第2·3次調査からは、 当市を縦断していたと推定されてお

ります古代の道「西海道」が姿を現しました。 この道路を使って古代の

人々が往来していた痕跡が残されていました。 調査結果から当市が古く

から交通の要所として発展してぎたことが明らかになってきました。

全国的に見ても古代の道路遺跡の調査事例は目を見張るものがあり、

人々が生活をしていく上で欠かすことのできない「道」の復元が今回の

発掘調査で明らかになってきました。

本書を学術研究の一助として、 また生涯学習や社会教育等の資料とし

て活用いただければ幸いです。

本報告にあたり、 地権者の方々、 関係者各位に文化財へのご理解、 ご

協力を賜ったことを深く感謝申し上げます。

平成17年3月

筑後市教育委貝会

教育長 城戸 一 男



例 ロ

1. 本書は平成 16年度に筑後市教育委員会が行った山ノ井南野遺跡第 3次、 4次調査の埋蔵文化財発掘調
査報告書である。

2. 発掘調査及び出土遺物の整理は筑後市教育委員会が行った。 出土遺物・図面· 写真等は筑後市教育委
員会で収蔵、 保管している。 発掘調査及び整理作業の関係者は第 I章に記している。

3. 本書に使用した図面の遺構 実測図は3次を上村英士、 阿比留士朗、 4次を上村が作成し、 遺物の実測、
浄書は3· 4次共に仲文恵が行った。

4. 本書に使用した遺構・遺物の写真撮影は3次. 4次を上村が行った。

5. 今回の調査に用いた測量座標は、 国土調査法第II座標系を基準としており、 方位は全て座標北(G.N)
である。

7. 本書に使用した遺構の表示は以下の略号による。
SD—溝 SK— 土堀 SP— ピット sx—不明遺構 SFー道路状遺構
また、 本文中の「oxo」の表記については両方の可能性があるという意味である。゜ SD 01 

調査次数 遺構種別 遺構番号

8. 本書の執筆・編集は上村が行った。
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I . 調査経過と組織

今回報告する山ノ井南野遺跡 は当市のほぼ 中心部に存在し、 各種の開発事業等により市街化している地
域である。 今回報告する山ノ井南野遺跡第2·3 次調査に関する経緯につ いては、 各報告部分の「(1)は
じめに」に記載している。 遺物 ・ 図面整理及び報告書 作成につ いては、 平成16年度に筑後市文化財整理室

にて行った。
なお、 発掘 調査及び整理作業の 関係者は次のとおりである。

調査組織
平成16年度

筑後市教育委員会
総括 教育長

教育部長
庶務 社会教育課長

5 )発掘調査参加者
地元有志

6)整理作業参加者

文化スポー ツ係長
文化スポー ツ係
（文化財担当）

城戸 一 男
菰原 修

田中 僚一

成清 平和
永見 秀徳

小林 勇作
上村 英士（ 調査・報告担当）
立石 真二
阿比留士朗

整理補助員 平塚 あけみ 仲文恵
整理作業員 野間口靖子 野口晴香 横井理絵 佐々木寿代

尚、 調査及び整理に際しては 次の方にご指導、 ご教示を賜った。 記して心より感謝申し上げます。（順不
同、 敬称略）

小池史哲（福岡県教育庁） 小田 和利（九州歴史資料館）、 斎部麻矢（福岡県南筑後教育事務所）、 大塚恵
治（八女 市教育委員会）、 白木守（久留米市教育委員会） 中島恒次郎、 山村信榮（太宰府市教育委貝会）、

小鹿野亮（筑紫野市教育委員会）木本雅康（長崎外国語短期大学）

II. 位渭と環境

(1)位置と環境
筑後市は福岡県の南 西部、 筑後平野の中央部に位置する。 市域をJR鹿児島本線 と国道20 9 号が縦断し、

国道 442 号が横断する。 また、 市南部には一級河川の矢部川、中央部には山ノ井川や花宗川、 北部には倉目
川が 西流する。 市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が 西に延び、 灌漑用の溜池が 点在する。 低位扇
状地である東部や、 低地である南 西部には農業水路が発達している。 当市は県内有数の 農業地帯であり、
北部の丘陵地域では果樹園や茶畑、 東部や南 西部では米麦 中心の田園地帯が広がる。 市街地は、 国道に沿っ
て市の中心部に形成され ている。
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(2)山ノ井南野遺跡の発掘調査における環境
今回報告する山ノ井南野遺跡 は平成14年度に第1次 調査が行われ（筑後市文化財調査報告書第5 6集）、 平

成16年度に第2 次 調査（筑後市文化財調査報告書第64集）、 第3 · 4次 調査を行っている。
今回報告する山ノ井南野遺跡第3 次 . 4次 調査（以下 、「各調査地」 とする） は平成16年度に更新され た

「筑後市文化財分布地図」 に「西海道跡 」 として登録され た遺跡所在地であり、 各調査地は隣接する一 体
の 土地であるが、開発原因者や事業の 違 いから 調査体制や期間 につ いては別々 の 対応を行っている。

各調査地近隣 の 遺跡 につ いては、 北に約 100mの 地点で西海道跡 を検出した山ノ井川口遺跡（筑後市文化
財調査報告書第45 集）、 東北に約200mの 地点で中世の 遺跡 である徳久中牟田 遺跡 （筑後市文化財調査報告
書第19 集） が存在する。

なお、 当市内で 調査され た西海道跡 は今回で 6遺跡 、 10 件目 の 調査である。

1. 西海道跡（第2次）

（久留米市文化財調査報告書第140集 1998年）

2 .  羽犬塚山ノ前遺跡
（筑後市文化財調査報告害第48集 2003年）

3 . 山ノ井川口遺跡
（筑後市文化財調査報告苔第45集 2002年）

塁4. 山ノ井南野遺跡第3次. 4次

屠 5. 鶴田牛ヶ池逍跡第2次• 鶴田木屋ノ角遺跡
（筑後市文化財調査報告柑第36集 2001年）

6. 鶴田中市ノ塚遺跡第1·3·4次
（筑後市文化財調査報告書第45集 2002年）

7. 前津中ノ玉遺跡第1·2次
（筑後市文化財調査報告害第 4 集 1987年、

第22集 1999年）

8. 前津柳ノ内遺跡
（筑後市文化財調査報告害第55集 2004年）

9. 羽犬塚源ヶ野遺跡
（筑後市文化財調査報告書第49集 2003年）

12. 羽犬塚寺ノ脇遺跡
（筑後市文化財調査報告書第24集 2002年）

13. 徳久中牟田遺跡
（筑後市文化財調査報告書第19集 1999年）

Fig. 1 西海道周辺 調査地点位置図 (1/50000)
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III. 調査成果
山ノ井南野遺跡第 3 次調査

(1)はじめに

調査地は筑後市大字山ノ井字南野に所在する。 平成15年度に当該地についての文化財の所在について照
会があり、 当該地が文化財包蔵地である旨を伝え、 開発事業者である馬場美津宏氏から平成16年 2 月 25 日

に試掘 ・ 確認調査依頼が提出された。 現地での確認調査を行ったところ、 西海道跡を検出したため協議を

行い、 発掘調査が必要である旨を伝えた。 当該地に建築される建物は専用住宅兼店舗であるため調査費用
に関しては、 面積案分により専用住宅部分について国庫補助金、 県費補助金、 市文化財保護部局で負担し、

店舗 等については原因者である馬場美津宏氏に負担いただいた。 調査面積は約990m' 、 排土置き場の関係

上、 反転調査を行い、 調査期間は平成16年 5 月 28 日 - 7 月 9 日迄である。 発掘調査は上村英士が担当した。

Fig. 2 調査区地点位置図(1/4000)
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(2)検出遺構
基本土層

遺構面までの掘り下げは重機で行っている（有限会社徳光建設に

委託）。 現況の標高は約 15m 程であり、 遺構面までは現代の盛り土が
約0.35m 、 暗黒色土か0.3m 、 茶褐色粘質土が0.15m あり、 これらを

除去した淡黄褐色土に全ての遺構は切り込んでいる。 従って、 遺構

検出面の標高は約14m 程である。 地山と捉えられる層は、 4 層確認

しており、 マンガンを多量に含む淡黄褐色土、 淡黄色粘質土、 黄色

粘質土（八女粘土）、 暗灰色粘質土で構成される。

旦
盛り土

暗黒色土（砂、 礫混）

茶褐色粘質土

暗灰色粘質土

溝
3SD03 (Pla. 1·2) 

調査区西南隅で検出した溝状の遺構で3SD05の上層部分にあたり、

掘り直し（浚渫） の可能性も考えられる。 最大検出幅約7.0m 、 検出長約10.7m を測る。 遺物は須恵器坪、

甕、 蓋、 鉢（東播系）、 土師器杯（糸切り） 小皿（糸切り）、 椀、 大甕、 鉢、 土鍋、 火鉢、 青磁碗（龍泉窯

Fig. 3 基本土層模式図

系）、 染付、 陶器甕X壺、 揺鉢、 瓦質土器鉢を出土している。
3SD04 (Pla. 1·2) 

3SD03を切る溝で、 東西に走るが、 途中 L 字に折れて北に延びる。 検出長約約 16m 、 幅約0.8m 、 深さ約

0.35m -0.4m を測る。 遺物は土師器坪、 坪x皿、 土鍋を出土している。
3SD05 (Fig. 4、 Pla. 1·2) 

南北に走る3SD03·04下層の溝で、 若干蛇行する。 検出長約11.6m 、 検出幅約3.5m 、 最大深さ約1.07m

を測る。 遺物は土師器坪、 椀が出土している。

土横
3SK01 (Fig. 5、 Pla. 2·3) 

調査区南西端で検出した土塘で検出長軸約1.2m 、 短軸約0.85m 、 深さ約0.46m を測る。 長軸の方位は
G.N-39゜54'28"-W である。 堀底はほぼフラットである。 遺物は土師器片のみである。

3SD05北土層
14 20m 

3SD05南土層
14.20m 

w 

Fig. 4 3SD05土層図 (1/40)
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I. 黒灰色粘質土 13, 黒灰色粘質土（黒色粒混）
2 . 淡灰色粘質土 14. 灰色粘質土
3. 灰黄色粘質土 15, 灰茶色粘質土
4 . 明灰黄色粘質土（黄色プロック混） 16. 淡灰黄色砂質土
5. 暗灰黒色粘質土 17. 灰黒色粘質土
6. 暗茶黒色粘質土 18, 淡灰色粘質土
7. 暗黒茶色粘質土 19. 茶褐色粘質土
8. 暗黒色土 20. 暗灰黄色粘質土
9. 淡灰黒色粘質土 21 ,  茶褐色砂質土
10 , 暗黄灰色粘質土 22. 黄灰色土（粘質•砂質混）
11. 淡黄灰色粘質土 23, 明黄灰色粘質土
12 , 黄黒色粘質土 24. 明灰黄色土（砂質混）

1 . 暗茶黒色粘質土
2 . 暗黒色土
3. 淡灰色粘質土
4 . 淡灰黒色粘質土
5. 茶褐色粘質土
6. 灰色粘質土
7. 灰茶色粘質土
8. 灰茶色砂質土
9. 灰黒色粘質土

IO. 灰色粘質土（黄色プロック混）
11. 黄灰色粘質土
12. 黄灰色粘質土
13. 暗灰黄色粘質土
14. 明黄灰色粘質土
15. 灰茶色土（砂質・粘質混）
16. 淡黄色粘質土
17. 暗灰色砂質土（黄色小プロック混）
18. 淡灰色砂質土（黄色小プロック混）



道路遺構
3SF35 (Pia. 1·3 -12) 

調査区東側で南北に走る道路遺構である。 推定西

海道駅路ラインにほぼ合致 し、 西海道駅路の痕跡で
あると考える。 検出された道路遺構に伴う各種パー
ツ（遺構） は東西両側溝、 帯硬化面、 ピット（波板
状の連続土猥状の可能性有 ）等である。 以下に各パー
ツ（遺構） について記述する。

側溝

東側溝
3SD30 (Fig. 6、 Pla. 3 -5) 

調査区東端で検出した東側溝である。 検出長約

24.4m 、 検出幅約2.4m 、 最大深さ約 I.Om を測る。

3SK01 

ベ
1 卜

14.20m 

□二三言焦
゜ 2m 

Fig. 5 3SK01実測図 (1/40)

溝内の西側面に深さ約0.4m -0.6m 程のテラス （掘

り直し、 浚渫に伴うものか） を検出している。 溝底部は直径約40cm程度の連続 ピット状を呈し、 検出間で

のレベル はほぼ同 一である。 土 層観察 により、 最低2 回以上の掘り直しを想定する。 遺物は須恵器坪、 甕、

甕X壺、 鉢（東播系） 土 師器坪、 坪x皿、 椀、 甕把手、 白磁皿、 碗、 青磁（龍泉窯系） 碗、 瓦器椀、 粘土

塊、 砥石が出土 している。

西側溝

3SD25 (Fig. 7、 Pla. 6·7) 

調査区中央で検出した西側溝である。 検出長約19.4m 、 検出幅約1.6m 、 最大深さ約0.5m を測る。 溝内

の西側面に深さ約0.2m 程のテラス（掘り直し、 浚渫に伴うものか） を検出している。 溝底部はほぼフラッ

トである。 土 層観察 により最低2回以上の掘り直しを想定する。 遺物は須恵器坪、 蓋、 甕、 壺、 土 師器椀、

坪X椀、 皿X高坪を出土 している。

3SD30南土層
14.30m 

E
 

3SD30北土層

14.30m 

E
 

゜ 2m 

Fig. 6 3SD30土層図 (1/40)
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w 
1 . 暗黒灰色土
2. 淡灰黒色土
3. 灰黒色土
4 . 暗灰色粘質土
5. 明灰褐色粘質土
6 .  淡灰褐色粘質土
7. 黒灰色土
8. 淡茶灰色土（粘質•砂質混）
9. 暗茶灰色土（粘質•砂質混）
10. 明灰茶色粘質土
11. 明灰色土
12. 黄茶色土（粘質•砂質混、黄色粒混）
13. 茶灰色粘質土（黄色粒混）
14. 暗灰色粘質土（黄色粒混）
15. 淡黄褐色粘質土（黄色粒混）
16. 暗黄褐色粘質土（黄色粒混）

w l . 淡茶黒色土（砂混）
2 .  暗茶褐色土
3. 暗灰茶色粘質土
4. 茶褐色土
5. 明茶褐色土
6 .  暗灰褐色粘質土
7. 暗灰色粘質土（黄色プロック混）
8. 茶褐色土（砂混）
9. 淡茶黄色土（砂混）
ID. 暗黒茶色土
ll. 灰茶色土（砂混）
12. 暗灰黒色砂質土
13. 暗灰色粘質土
14. 黄茶色土（砂質・粘質混）
15. 明黄茶色土（砂質・粘質混）
16. 暗黒灰色粘質土
17. 暗灰黄色土（砂質・粘質•炭化物混）



3SD25南土層①
14.50m 

I. 暗灰色土（旧水田層）
2 . 明橙褐色土（床土）
3. 暗茶色土
4. 淡灰茶色土
5. 暗灰茶色土
6. 淡茶褐色土
7. 明茶褐色土
8. 淡黒灰色土
9. 淡黄茶色土

10. 明黄茶色土
11. 攪乱

3SD25北土層②
14.30m 1 . 明茶赤色土

2 . 暗黒色土
3. 暗茶褐色土
4. 暗茶黒色土
5. 暗茶灰色土
6. 暗灰茶色土
7. 暗黒茶色粘質土
8. 淡灰黄色粘質土
9. 茶黄色粘質土

10 , 黄褐色粘質土

w 

゜ 2m 

3SD25中央土層
14 .30m 

w E
 

13 

言
I. 暗黒色土
2 . 淡灰茶色土
3. 暗茶色粘質土
4. 暗茶色粘質土（黄色粒混）
5. 明茶褐色粘質土（黒色粒混）
6 .  明茶色粘質土
7. 暗灰茶色粘質土（黄色プロック混）

Fig. 7 3SD25土層図 (1/40)

8. 淡茶灰色粘質土（黄色プロック混）
9. 明茶黄色粘質土（黄色プロック混）

10. 明黄褐色土
11. 淡黄茶色粘質土
12. 暗茶色土
13. 淡茶褐色土（マンガン粒混）

路面部痕跡
落ち込み
3SX 20 (Fig. 8·9) 

西側溝の 立ち上がりから路面部へ最大約 2.lmの 部分が一部落ち込み である。この 埋土を 除去した下層か
ら帯状硬化面やピット状の 遺構を 検出している。 路面部からの 深さ約 0. 03- 0. 05mを 測り、 路面部から西
側溝にかけて緩やかに低くなる。 埋土に硬化は ない。 遺物は須恵器杯、 甕、 土師器片を 出土している。
帯状硬化面
3SX 15 (Fig. 8 · 9、 Pla. 8) 

西側溝の 路面部への 立ち上がり部から東へ約 0.8m- 1.3mの 位置に あり、 北側が後世の 削平により残存
していない。 検出長約 15. 5m、 検出幅約 0.3m、 深さ約 0. 03mを 測る。 西側溝に比べ若干蛇行しており、 埋
土は暗茶色土の 単層であるが 5mm程度 の 砂粒を 含むが硬化は ない。 硬化は溝底部、 側面部であるが、 帯状
部分外側での 硬化も確認している。 埋土からの 遺物は確認していない。

連続ピット群
3SX 0 6  (Fig. 8、 Pla. 9) 

調査区南端で西側溝と帯状硬化面の 間 で検出した小 ピット群である。 当初現代の 攪乱と考えていたが、
埋土の状況（黒色系の 側溝埋土と近似している、 埋土の 締まり具合）、 一部硬化した状況、 後の 4次調査で
の 状況から道路遺構に関連した遺構と判断している。 合計で23個確認しており、 平面形状は長方形の ピッ
ト状を 呈し、 南北に並ぶ。 埋土は黄色粒を 多量に含む暗黒色土で部分的に硬化している。 遺物は出土して
いない。

-6-



14.30m 

@ 
\\ ,, 

4m 

゜

@ 

2m 

゜

。-
O

ー—
�

14.30m 

I. 暗茶灰色土（小石混）
2. 淡灰茶色土（小石混• 硬化）
3. 暗黒褐色土（黄色小プロック混）

14.30m 

1, 暗茶灰色土 3. 茶褐色土
2. 茶灰色土

C' 

I. 暗黒色土（黄色粒混）

Fig. 8 3SX06• 07• 08• 15実測図（左平面図1/80、 その他は1/40)
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3SX07 (Fig. 8、 Pla. 10) 

3SX06の北隣で検出した不定形のピット群である。 一部3SX06と同様の長方形のピット群(bl-5)も検

出している。 埋土はa l-3、 b、 cl-2、 f、 g 、 h、 K、 1、 m、 n、 qが直径 5 mm程度の砂粒を含む茶色土であ

り、 dl·4、 e、 0、 pが黒色土、 d2·4、 i、 jが茶褐色を含む黒色土である。 b、 e、 f の検出面で硬化を確

認している。 遺構底部は総じて凹凸が激しい状況である。
3SX08 (Fig. 8、 Pla. 11) 

調査区北側で検出した溝状の遺構である。 検出長約5.lm、 検出幅約0.2m-0.35m、 深さ深さ約0.04-

O.lm、 小ピット状の深さ約O.lmである。 埋土は3SX06と同様であり、 遺構底部が小ピット状に並ぶ。 遺物

は出土していない。

その他の遺構
3SX10 (Fig. 10、 Pla. 11·12) 

調査区北側の道路遺構の路面部で検出した小ピットが密集した痕跡である。 直径約O.lm-0.6m程の円

形ないしは楕円形を呈し、 埋土は灰色系、 淡灰茶色系、 黒色系、 灰黄色土系を確認しており、 小さいのも

は灰色系、 大きいものは黒色系で構成される。 また、 一部で直径0.5cmから 3 cm程度の砂粒ないしは小石を

含むものもある。 検出面、 埋土に硬化はない。 遺構の性格については 1. 道路遺構に関連する痕跡（路面

突き固めによる刺突状痕跡）、 2. 旧水田に残った牛耕痕、 が考えられる。 道路遺構路面部でしか確認され

ていない事が唯一の道路遺構に関連する根拠となるが、 旧地形では道路遣構の両側溝が地籍図での境界に

あたり、 旧水田の一区画分にこれらの痕跡は相当しており、 路面部直上が旧水田の床土面である事や北側

が水路である事から、 土地境界での水田耕作に際して残された牛の引き回し痕跡（牛耕痕） で考えるのが
妥当であると判断している。

(3)出土遺物
3SD03 (Fig. 11、 Pla. 27) 

須恵器

蓋 (1 )残存器高1.35cmを測る。 内外面ともにヨコナデ、 焼成・還元良好である。

甕 (2 · 3 ) 2 は胴部片で残存器高3.25cm。 外面は暗赤茶色で格子目叩き、 内面は黒褐色で当て具痕が残

る。 3 は胴部片で残存器高6.9cm。 外面は明灰色で平行叩き、 内面は灰色で当て具痕が残る。

鉢 (4 )玉縁状の口縁部を形成し、 内外面ともに明灰色を呈する。 内面には指頭痕が残り、 口唇部には暗

緑茶色の自然釉がかかる。 残存器高5.7cmを測る。 東播系か。

土師器

甕 (5 )口縁部片で内外面ともに淡黄褐色を呈し、 焼成は不良。 残存器高2.75cm。

土鍋 (6 )口縁部片で残存器高2.65cm。 玉縁状に端部を折り曲げて成形する。

瓦質土器

火鉢 (7 )残存器高6.8cmを測り、 直線的な口縁部を呈する。 外面は明灰色、 内面は暗茶褐色を呈する。

磁器

青磁碗(8 )口径17.0cm、 残存器高2.5cmを測る。 胎土は 白色砂粒を含み黒色粒子が見られる。 明緑茶色の

釉を薄く施す。 外面には縦方向の櫛目を施す。 同安窯系。

陶器

皿 (9 )底径9.25cm、 残存器高1.15cmを測る。 胎土は黒色粒子を含み、 釉は内外面は明黄茶色で高台部は

露胎。 高台部に凹みがあり、 輪花状を呈すると考えられる。 瀬戸美濃系。

鉢 (10)底径11.3cm、 残存器高2.6cmを測り、 高台部を繋いだ痕跡が残る。 内面には目跡が残り、 内外面に

黄緑色の釉を施す。 唐津系。
3SD05 (Fig. 11) 

土師器

-8-
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旧 →新 旧→新
S 一 番号 逍構番号 備 考 地区 S 一 番号 遺構番号 備 考 地区

1 3SK01 土堀 B9 8 3SX08 溝状逍構 20→8 J4 
2 攪乱溝 B12 10 3SX10 ピ ッ ト 群 （牛耕痕か ） L3 
3 3SD03 溝3SD05の上府部分 3→5 Cl2 15  3SX15 帯状硬化面 F4 
4 3SD04 溝 3→4→5 Cl2 20 3SX20 落 ち 込み G4 
5 3SD05 溝 3→4→5 Al3 25 3SD25 道路逍構西側溝 (3SF35) F 4  
6 3SX06 連続 ピ ッ ト 群 20→6 G4 30 3SD30 道路遣構束側 溝 (3SF35) Fl 
7 3SX07 連続 ピ ッ ト 群 20→7 H 4  35 3SF35 道路遣構 (3SF36) F2 

Tab .  1 山 ノ 井南野遺跡第 3 次調査 遺構番号台帳

坪 ( 1 1 · 12 ) 1 1 は 口 径13 . 0cm 、 残存器高3 . 3cm を 測 る 。 内 外面 と も に ヨ コ ナ デ、 明 黄茶色 を 呈す る 。 1 2 は 底

径5 . 85cm を 測 り 、 小皿の 可能性があ る 。 内 外面 と も に 明 黄茶色 を 呈す る 。

大椀 ( 13) 高 台 径10 . 55cm を 測 り 、 断面 台 形 の 高 台 が貼 り 付 く 。 内外面共 に 明 黄赤色 を 呈 し 、 焼成不良。

3SF35 ( 3SD30 北土層 1 - 16 層 ） (Fig. 1 1 、 Pla . 27)  

須 恵 器

大坪 ( 14) 口 径17 . 5cm を 測 り 、 体部下半か ら 内 湾 す る が、 途 中 か ら 口 縁部 に か け て 直線的 に 立 ち 上が る 。

外面 は 暗灰色、 内 面 は 灰色 を 呈 し 、 還元良好であ る 。

- 1 1 -
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石製品

砥石 ( 1 5) 安山岩製の砥石で、 破損しているが、 2 面の擦り面が残る。 重さ600 g 。

3SF35 (3SD30 北土層1 5層） (Fig. 1 1 、 Pla. 27) 

磁器

青磁碗 ( 16) 碗体部 下 半の片で、 内外面に0 . 5mm程度に明灰 白色の釉を施す。 内面に草花文を施し、 釉に小

さな気泡が残る。 龍泉窯系。

3SF35 (3SD30 北土層17層） (Fig. 1 1 、 Pla. 27) 

土師器

杯 ( 17) 口径13 . 95cm、 残存器高5 . 9cmを測る。 体部から口縁部まで直 線的に立 ち 上がる。 調整はヨコナデ。

内外面ともに淡黄茶色を呈する。 胎土に角 閃石を含む。

磁器

青磁碗 ( 18 ) 体部片で残存器高5 . 5cmを測る。 口縁部外面に稜が入り、 内面に文様を施す。 暗緑茶色の釉を

薄く施す。
3SF35 (3SD30) (Fig. 1 2 、 Pla. 27) 

須恵器

甕 ( 19 · 20) 19は胴部片で残存器高7. 15cmを測る。 外面は暗赤褐色で平行叩き、 内面は明黄灰色で平行叩

きと当て具痕が残る。 還元良好。 20は胴部片で残存器高7. 8cmを測る。 外面は灰茶色で平行叩き、 内面は黄

茶色で当て具痕が残る。 還元不良。

片口鉢 ( 2 1 ) 口縁部から体部にか け ての片で、 残存器高5 . 5cmを測る。 調整はヨコナデ、 内外面明灰色を呈
し、 還元良好である。 東播系か。

土師器

坪 (22 - 24) 22は口縁部片で胎土は精選されており、 茶色を呈する。 焼成不良。 23は底部片で底径6. 0cmを

測る。 胎土は精選されているが、 焼成不良で淡黄 白色を呈する。 24は底部片で底径6. 10cmを測る。 胎土は

精選されているが、 焼成不良で明黄茶色を呈する。

椀 ( 25) 底部片で高台径7. 1cmを測る。 底部を工具により削り、 高台状に形成する。 削り出し高台椀。 黄茶

褐色を呈し、 焼成不良。

瓦器

椀 ( 26) 体部片で外面に坪底部からの押し出し時の稜が残る。 外面稜下半が工具によるナデ、 稜上半が横

方向の ミ ガ キ 、 内面はナデが残る。 胎土は精選されており、 外面は明灰 白色、 内面は明黄灰色を呈する。

やや焼成不良。

磁器

白磁皿 ( 27) 口径10 . 3cmを測る。 内面と体部外面半分程度に釉を施す。 露体部には回転ヘラ削り痕が残る。

光沢度、 透明度がない。

白磁碗 ( 28 · 29) 28は体部片で見込みに沈線を施す。 29は口縁部小片で内外面に貫入が見られる。

3SF35 (3SD25) (Fig. 12 、 Pla . 28) 

須恵器

杯 (30) 底部片で高台径7. 4cmを測る。 やや内側に直 立する高台を貼り付け 、 底部器壁が厚い。 内外面とも

に明灰 白色を呈し、 焼成 ・ 還元は不良。

甕 ( 3 1 - 33) 3 1は胴部片で外面は暗赤褐色で工具によるナデ、 内面は淡赤褐色で工具によるナデ。 焼成 ・

還元良好。 32は胴部片で外面は茶褐色で格子目叩き、 内面は明黄赤色で平行叩き、 同心円の当て具痕が残

る。 焼成 ・ 還元良好。 33は口縁部片で口径18 . 4cm、 調整はヨコナデ。 外面は暗茶褐色、 内面は明灰茶色を

呈する。 焼成・還元良好である。

壺 (34) 底部片で底径16.6cmを測る。 残存外面上半を斜方向に平行叩き、 下 半を横方向にエ具によるナデ

（若しくは削り） 底部外面を同心円状の叩き後、 不定方向のナデを施す。 内面は指頭による成形後、 不定

方向にナデを施す。 色調は外面は淡灰 白色、 内面は暗灰色を呈する。

- 14 -



土師器

皿 (35) 底部片で、 器壁が厚い。 焼成不良で調整不明。 外面は黄茶色、 内面は茶褐色を呈する。

大椀 (36) 高台と底部の接合部で割れる片で、 高台径11 . 4cmを測る。 焼成不良で調整は不明。 内外面とも

に淡黄茶色を呈する。

高坪X蓋 (37) 端部小片で高坪と蓋の可能性がある。 器壁が 3 mm程度で薄い。 焼成不良で調整不明。
3SX20 (Fig . 12) 

須恵器

甕 (38 -40) 38は口縁部片で口径21 . 5cmを測る。 端部は断面三角 形を呈し、 調整はヨコナ デ。 外面は暗灰

色、 内面は明灰 白色を呈し、 焼成・還元良好である。 39は口縁部小片で調整はヨコナ デ、 外面は淡茶褐色、
内面は明黄茶色で焼成・還元・ 良好である。 40は胴部片で外面は暗灰茶色で格子目叩き後、 ナ デを施す。

内面は暗赤灰色で当て具痕が残る。 焼成・還元良好である。
3SX15 (Fig . 12) 

須恵器

甕 (41) 胴部片で外面は灰色で格子目叩き後ナ デ。 内面は明灰茶色で当て具痕が残る。 焼成 ・ 還元良好。
3SX10 (Fig . 12) 

須恵器

坪 (42) 底部片で高台径9 . 5cmを測る。 断面 四 角 形の高台が貼り付き、 外面は暗灰色、 内面は明灰色を呈す

る。 焼成・還元良好。

蓋 (43) つまみ部片で擬宝珠の天井部を凹ましている。 色調は暗灰色を呈し、 焼成 ・ 遠元良好である。

土師器

椀 (44) 底部片で高台径7.1cmを測る。 底部を削り出して高台部を形成している。 外面は明黄茶色、 内面は

淡茶色を呈する。 焼成不良。

(3) 小結
調査地一 帯については市中 心部の市街化している地域であり、 平成元年以降、 現在の市教委での調査体

制が確立されるまでに、 種々 の開発事業により市中 心部での遺跡の保護が難しい状況であった。 しかし、

今回の確認 • 試掘調査では遺跡が十分に保護されている事が確認され、 その保護（記録保存） として発掘

調査を行い、 地権者をはじめとして住民への埋蔵文化財に対する理解を得る機会となった。

今次調査から検出された遺構は溝 1 条、 土壊 1 基、 道路遺構（推定西海道駅路） である。 溝については

埋土状況や平面形態から、 人工的な掘り込みによる水路として考えられ、 時期 については出土遺物から埋

没 時期 を3SD05を中世、 3SD03·04を近世と推定したい。 道路遺構 (3SF35) の詳細ついては 「IV. まとめ」

で述べる。 ここでは3SX05について周 辺の調査状況を踏まえて述べる。

3SX05との関連を指摘できる周 辺調査の遺構では山ノ井川 口遺跡 SD026、 徳久中 牟田遺跡 SD10、 山ノ井

南野遺跡2SD10が存在する。 各々 の遺構の説明は各報告書に記述があるので参照されたい。 3SD05との遺構

規模 等については下記の表のとおり、 周 辺遺跡の溝との類似性が挙げられる。 位置関係、 規模 等から検討

すると、 山ノ井川 口 SD026と徳久中 牟田 SD10の一連の溝として推定したい。 筑後市内の遺跡からは中 近世

の溝（水路 等） が多く検出される傾向にある。 このことからも、 市内一 帯が水田耕作による灌漑用の水路

の必要性が高い地域として その役割を果たしていた様子がうかがい知ることができる。

今後は、 これら検出された溝についての掘削痕跡や流路方向、 水田痕跡 等を詳細に検証していく事が市

内での古代・ 中 世の条里復元や地域におけ る農耕の基礎資料になると考えられる。

遺跡名 遣構番号 幅 ( m ) 猥底 レ ベ ル ( m ) 方 向 断面形状 時期 報告書

山 ノ 井川 口 遺跡 SD026 3 . 5  13 . 5  北束ー南西 U 字 中世 筑後市 第45集

徳久 中 牟 田 遺跡 SDlO 2 . 5 - 3  . 85 13 . 4  北束ー南西 逆 台 形 13 C 前半 筑後市 第 19集

山 ノ 井南野第 2 次 2SD10 1 . 0 - 1 . 9  1 4 . 3  南 北 逆 台 形 中世 筑後市第64集

山 ノ 井南野第 3 次 3SD05 3 . 5  13 . 0  南北 逆 台 形 中 世

Tab .  2 山 ノ 井南野遺跡周辺調査での溝検出一覧表
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山ノ井南野遺跡第 4 次調査

(1)はじめに

調査地は筑後市大字山ノ井字南野に所在する。 平成16年度に当該地についての文化財の所在について照

会があり、 当該地が文化財包蔵地である旨を伝え、 開発事業者である石橋良彦氏から平成16年 2 月 19 日に
試掘 ・ 確認調査依頼が提出された。 現地での確認調査を行ったところ、 西海道跡を検出したため協議を行

い、 発掘調査が必要である旨を伝えた。 当該地に建築される建物は専用住宅兼店舗であるため調査費用 に

関しては、 面積案分により専用住宅部分について国庫補助金、 県翡補助金、 市文化財保護部局で負担し、

店舗 等については原因者である石橋良彦氏に負担いただいた。 調査面租は約330m' 、 排土置き場の関係上、

反転調査を行い、 調査期間は平成16年 7 月 12 日 - 9 月 30 日迄である。 発掘調査は上村英士が担当した。

Fig .  13 調査区地点位置図 (1/4000)
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(2 ) 検出遺構
基本土 層

基本土 層については、 第 3 次調査とほぼ同様である。 遺構面

までの掘り下げは重機で行っている。 第 3 次調査ではマンガン

を多量に含む淡黄褐色土 で遺構面を検出したか、 今次調査では

マンガンをあまり含まない淡黄褐色土 であり、 下層の淡黄色粘

質土 に多量に含まれている。 遺構面である道路遺構側溝につい

ては、 埋土の沈み込みによると考えられる凹 みのため、 遺構面

直 上の 田 床土 （包含層か） が残存しており、 若干遺物を出土 し

ている。

盛 り 土

暗黒色土

茶褐色粘質土

暗灰色粘質土

F ig .  1 4  基本土層模式図

道路遺構

4SF35 (Pia. 14 -25) 

調査区を南北に走る道路遺構である。 第 3 次調査の南延長部分にあたる。 遺構残存は第 3 次調査とほぼ

同様であった。 検出された道路遺構に伴う各種パー ツ（遺構） は東西両側溝、 溝状遺構、 帯状硬化面、 連

続 ピット状遺構（波板状の連続土 堀の可能性有 ）、 落 ち 込みである。 以下に各パー ツ（遺構） について記述

する。 なお、 遺構番号 は 第 3 次調査の 「3SF35」 と同様に 「4SF35」 を表記し一連の遺構とする。

側溝

東側溝
4SD10 (Fig. 15 、 Pia. 15·16) 

調査区東端で検出し、 南側では側溝東立 ち 上がり部分が調査区外へ延びる。 検出長約14.5m 、 幅約2.2

m 、 最大深さ約 1.09m を測る。 第 3 次調査で確認しているテ ラ ス 状（掘り直し、 浚渫に伴うものか） は部

分的に存在しており、 一部ではテ ラ ス が存在せ ず 急なU 字状を呈する。 溝底部は第 3 次調査ほ どのピット

状は呈していないが（湧水により作業が 困 難であったため未確認）、 本来、 ピット状を呈していたと考えら

れる。 猥底レベル についてはほぼ一定である。 土 層観察 により最低2 回以上の掘り直しを推定する。 遺物

は須恵器甕、 壺、 土 師器杯、 小皿、 蓋、 皿、 椀、 甕、 黒色土器 B · A 類椀、 白磁碗、 青磁碗（龍泉窯系・

同安窯系）、 片口鉢（東播系）、 石製 品、 滓を出土 している。

西側溝
4SD01 (Fig. 15·16 、 Pia. 17 -19) 

調査区中央で検出し、 一部攪乱を受 け る。 検出長約14.7m 、 幅約 1.6m 、 最大深さ約0.64m を測る。 溝内

の西側にテ ラ ス （掘り直し、 浚渫に伴うものか） を検出している。 猥底はほぼフ ラ ットであり、 断面は逆

台形を呈する。 土 層観察 により最低2 回以上の掘り直しを推定する。 また、 4SD03を掘り直し時に切り、（西

側溝土 層図第 3 層 ～ 第 5 層が4SD03を切る） 4SX04が側溝最終埋土 上を覆う。 遺物は須恵器蓋、 皿、 甕、

壺、 土 師器坪、 皿、 椀、 鉢、 甕、 黒色土 器 A 類椀を出土 している。

路面部痕跡

落 ち 込み

4SX04 (Fig. 20、 Pla. 19) 

調査区北端の西側溝東で検出した落 ち 込みで、 範囲が一部側溝埋土 上に達するため、 側溝埋没後による
と考えられる。 東側溝の埋没時期 の問題を含むため、 道路遺構痕跡としている。 検出長約2.9m 、 幅約0.9

m 、 深さ約0.02m を測る。 埋土 は小石混じりの茶黄色土 で比較的柔らかい土 である。 遺物は出土 していな
し 、

゜

4SX08 (Fig. 20) 

調査区中央で検出した落 ち 込みで、 西側溝に切られる。 検出幅約 1.8m 程の不定形な平面であり、 深さ約
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4SF35 (4SD 10) 
14 . 40 m  

w 
14 . 20 m  

E
 

4SD !O北土層②
4SD IO北土層① w E

 

1 . 暗黒色土
2 . 淡黒灰色土
3. 淡黒灰色土粘質土
4 . 淡灰黒色粘質土
5 .  淡茶色粘質土
6 .  淡灰色土（砂質混）
7 .  明茶黄色粘質土
8 .  淡黒茶色土
9 .  暗茶色土
10. 淡黄茶色土（砂質混）

II. 暗黄茶色土（砂質混）
12. 黄茶色土（砂質混）
13. 茶灰色砂質土
14. 暗灰色砂質土
15. 淡緑灰色砂質土
16. 淡灰色土（砂 ・ 粘質土混）
17. 明灰色土
18. 暗灰色土
19. 暗黒灰色粘質土（黄色粘混）
20. 淡黒灰色粘質土（黄色粘多 く 混）

I . 淡黒色土
2. 暗黒色土
3. 淡茶黒色土
4 . 茶黒色土
5 .  淡黒茶色粘質土
6 .  茶黒色土（若干砂質混）
7 .  暗黒茶色土
8 .  淡茶褐色土
9 .  茶褐色粘質土

10, 暗黒色土（若干砂質混）
11. 淡灰色粘質土
12, 茶黄色粘質土
13, 灰茶色粘質土
14, 暗灰色砂質土（黄色小プロック混）
15. 茶灰色粘質土
16. 黄茶色粘質土
17, 黄茶色粘質土（黒色小プロック混）
18. 暗黒色粘質土
19, 灰色土（砂質 · 粘質混）

4SF35 (4SD01 )  

14 . 40 m  14 . 40 m  

4SDOI南土層① w 4SDOI南土層②

I . 暗灰色土（耕作土）
2 . 明茶黄色土（硬化）
3. 暗黒色土
4 . 淡黒色土
5 .  暗茶色土
6 .  淡茶色粘質土

7 .  暗茶色土（黄色粘混）
8 .  茶褐色粘質土
9 .  暗褐色粘質土
10. 暗茶色粘質土（黄色粘混）
11. 茶黄色土（マ ンガ ン粒混）
12. 淡黒色土（黄色小プロック混）

I . 灰黒色土（床土）
2 . 暗黒色土
3 .  淡黒色土
4 . 茶黒色土
5 .  黒茶色土

6 .  茶褐色土
7 .  淡褐色土
8 .  暗褐色土
9 .  茶灰色土
10, 黄茶色土

゜ 2 m  

F ig .  1 5 4SF35 (4S D 1 0、 0 1 ) 土層図 ( 1/40)

0 . 02 m を 測 る 。 埋土 は 4SX04 と 同様に 茶黄色土 で小石や土師器細 片 が含 ま れ る 。 検 出 時 は 硬化 を 確認 し て い

な い 。 埋土 を 除去後、 小 ピ ッ ト や土堀状 の 遺構 を 検 出 し て い る 。

帯状硬化面

4SX05 (Fig. 1 7、 Pla . 1 9 - 2 1 )  

調査 区北側 で は 帯状 に 凹 ん だ状 態 で検 出 し 、 南側 で は 凸 状 に 痕跡が残 る 。 検 出 長約 13 . 5 m 、 幅約0 . 3 m

- 0 . 53 m 、 凹部 は 深 さ 約0 . 03 m を 測 る 。 埋土 は 砂粒 を 殆 ど含 ま な い 暗茶色土 で あ る 。 硬化 は 凹 部 で は 底部、

側 面部、 凸 部 は 全面 で確認 し て い る 。 埋土か ら の 遺物は 出 土 し て い な い 。

溝

4SD03 (Fig. 17 )  

西側 溝 に 平行 し て 検 出 し 、 調査 区北側 で は 攪乱 に 、 南側 では 西側 溝 に 切 ら れ る 。 検 出 長約9 . 8 m 、 幅約0 . 36

m 、 最大深 さ 約0 . 13 m を 測 る 。 溝底部 は 小 ピ ッ ト が連続す る 形状 を 呈 し 、 埋土は 黄色小 ブ ロ ッ ク を 多 く 含

む淡黒色土であ る 。 溝断面 は 逆台 形 を 呈す る 。 遺物は 出 土 し て い な い 。

4SD11  (Fig. 18)  

調査 区 中 央か ら 東側 溝 に 平行 し て 検 出 し 、 調査 区外へ延 び る 。 検 出 長約3 . 0 m 、 幅約0 . 15 m - 0 . 3 m を 測

り 、 溝底部 は 連結 し た ピ ッ ト 状 を 呈す る 。 最大深 さ 約0 . 22 m を 測 る 。 埋土 は 4SD03 に 近似 し た 黄色粒 を 含む

淡黒色土であ る 。 遺物は 出 土 し て い な い 。

4SD17  (Fig. 1 7、 Pla. 20) 

調査 区西南端で検 出 し た 溝状 の 遺構 で、 南側 を 攪乱 さ れ一部 し か 残存 し な い 。 検 出 長約 l . l m 、 最大深 さ

約O . l m を 測 る 。 溝 内 に は 小 ピ ッ ト が あ る 。 埋土や 溝 内 の状況は 4SD03 と 同様 で あ る 。 遺物は 出 土 し て い な
し 、

゜
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4SF35 (4SD01)  

喜 I I 

14 OOm 

．
 F ig .  1 6 4SF35 (4SD01 ) 遺物 出土状況 ( 1/20)

硬化面

4SX06 (Fig. 20 、 Pla. 20 · 2 1 )  

調査 区 南 で検 出 し 、 帯状硬化面 の 凸部の両側 に 展開す る 。 西側 溝東立 ち 上が り か ら 最大約 1 . 8 m の 範囲 に

あ た る 。 硬化 は 帯状硬化 に 比べやや柔 ら か い 感 を 受 け る 。 硬化土 は 約O . Ol m - 0 . 02 m の 厚 さ であ り 、 遺物

は 含 ま な い 。

連続 ピ ッ ト 群

4SX09 (Fig. 17 、 Pla. 22)  

調査 区 中 央 で西側 溝 に 平行す る 形 で検 出 し た 小 ピ ッ ト 群 で あ る 。 平面形状 は 円 形や楕 円 形 、 長方形 を 呈

す る 。 埋土 は 黄色粒 を 含む暗黒色土 で あ り 、 4SX03、 4SD17、 第3次調査 の 3SX06 と 同 様 で あ る 。 一部 は 検

出 面 で埋土が硬化 し て い る 。 合計 で22個確認 し て お り 、 遺物は 出 土 し て い な い 。

ピ ッ ト 群

4SX 13 (Fig. 17 、 Pla. 23 · 24) 

4SX09 の 南 隣 で検 出 し た 計 4 個 の ピ ッ ト 群 で あ る (a - d) 。 平面形状は 不定形 で円形若 し く は 楕 円 形 を 呈

す る 。 埋土 は ピ ッ ト a - c は 小石や土器細 片 を 含む茶色系 で硬化 は な い 。 ピ ッ ト d は 黒 色系の埋土 で あ り 硬

化 は な い 。 ピ ッ ト a は 西側 溝埋土 ( 4SD01 ) に 切 ら れ て お り 、 堀底 に 小石が詰め ら れ た 状況であ る 。 遺物は

ピ ッ ト a か ら 須 恵器小片 を 出 土 し て い る 。

4SX14  (Fig. 17 )  

4SX 13北東 隣 で検 出 し た 計4個 の ピ ッ ト 群 で あ る (a - d) 。 平 面 形状 は d の み 円 形 で他 は 楕 円 形 を 呈 す

る 。 埋土 は ピ ッ ト a - c は 小石や土器細 片 を 含む茶色系 で硬化 は な い 。 ピ ッ ト d は 黒 色系の埋土 で あ り 硬化

は な い 。 遺物は 出 土 し て い な い 。

4SX16  (Fig. 17、 Pla . 24 · 25) 

4SX13南で検 出 し た 計 3 個 の ピ ッ ト 群 で あ る (a - c) 。 a と b に は 切 り 合 い 関係 が あ り 、 a が切 る 。 a · c

が平面 が 円 形 で埋土が茶色系、 b が不定形 で埋土 は 黒色系 で あ る 。 何 れ も 硬化 は な く 、 c の み埋土 に 小石 が

含 ま れ る 。 遺物 は 出 土 し て い な い 。

- 19 -



色 I I J I  f a ， 

2
m 

14 30m 

a 

4SX08 ℃涵- 、 14 30m 

c
' 

14 30m 

゜

2
m

� 

F ig .  1 8  4S D 1 1実測図 ( 1/40)

4SX 16 I 4SX08-a 

b 
� 

14 . 20m 

二
西

;溝：麟糾 ）

4SD1 1  

@ 

.:_j 

@ 

� 

゜

4SX17  
.,,- - - - 、 一

ー
,'

 

ー
＼

 

C

 
�

 

b' 
卜

CD 

F ig .  1 9  4SX 13-a 実測図 ( 1/40)

F ig .  1 7  4SF35関連遺構図 ( 1/60)

- 20 -



Y - 45 , 865 Y - 45 , 870 Y - 45 , 875 Y -45 , 890 

F
 

c
 

B
 

E
 

D
 

10 

「·—·-....___
\ l 
·'-. 一.J

/’
 

.
、lー‘

ー

ノ一l

‘

\'
 

.

f
 

り
」

,＇’

/
 

（
‘

 

I’
 

、

I’

,
1ー
ー

I’
 

ー

＇
ー
ー，

,

lllー＇

9

/
 

,
1

ー＇

ー

’ー
i，�

ー ヽ

ー

ヽ`
ー
ノ

’

\
 

-
/’

\、

I - - -

, --- -

\
_'

 

（＇
ー'

X 22 , 955 

X 22 , 990 

X 22 , 985 

2
 

4
 

5
 

S m  。

遺構略測図 ( 1 / 150)山 ノ 井南野遺跡第 4 次調査F ig .  20 

旧 →新

S 一 番号 遺構番号 備 考 地 区 S 一 番号 遺構番号 備 考 地 区

1 4SD01 道路遺構西側 溝 (4SF35) B5 10 4SD10 道路逍構東側 溝 Bl 

2 4SD01 沈み込み 田床土 D5 1 1  4SX11  溝 B2 

3 4SD03 溝3SD05の上層部分 3→ lb C5 12 欠番

4 4SX04 落 ち 込み 5→4 E4 13 4SX13 ピ ッ ト 群 C4 

5 4SD05 帯状硬化面 B4 14 4SX14 ピ ッ ト 群 C4 

6 4SX06 硬化面 B4 15 欠番

7 4SD10沈み込み 田 床土 Bl 16 4SX16  ピ ッ ト 群 C4 

8 4SX08 落 ち 込み 8→ lb C4 17  4SD17 溝 B4 

4SX9 連続 ピ ッ ト 群 D4 

旧 →新

遺構番号台帳山 ノ 井南野遺跡第 4 次調査
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( 3 ) 出土遺物
4S F 35 (4SD10黒色土、 北①土層図 1 層） (Fig. 21、 Pia. 28) 

須恵器

壺 (45、 46)45は頚部の小片である。 外面は暗灰色、 内面は明灰色で調整はヨコナデ、 焼成・還元良好で

ある。 46は頚部片で外面に カ キ 目を施 し 暗灰色を呈 し 、 内面はヨコナデで明灰色を呈する。 焼成・還元良
好である。

土師器

小皿 (47)口径9.3cm、 器高0.9cm、 底径7.9cmを測る。 底部回転糸切り。 明黄 白色を呈 し 、 焼成不良。

黒色土器 (48)B 類の椀口縁部片で、 残存器高1.8cmを測る。 内外面ヨコナデ。

磁器

青磁碗 (49、 50)49は口縁部片で内面に文様を施す。 口径15.7cm、 釉調は明緑茶色、 光沢度・ 透明度は低

い。 龍泉窯系。 50は体部から口縁部片で体部外面に鏑連弁を施す。 釉調は明緑灰色、 光沢度・ 透明度は低

い。 龍泉窯系。

陶器
皿 (51)皿と考えられる口縁部小片で、 口唇部から内面にか け て明橙色の釉がかかる。
4S F 35 (4SD10①、 北①土層図 1 - 2 層） (Fig. 23、 Pia. 28) 

須恵器

鉢 (52)片口鉢の口縁部片で内面は不定方向のナデ、 外面はヨコナデ。 色調は暗灰色で焼成·還元良好。

東播系。

土師器

皿 (53)器高1.10cmを測り、 内外面ヨコナデ、 底部処理は回転糸切り、 色調は赤褐色を呈する。

石製 品

播り石 (54)安山岩製で、 一面に使用痕が残る。 83.2 g 。

砥石 (55)安山岩製の砥石で三面に使用痕が残る。

金
滓 (56)長さ4.15cm、 幅1.70cm、 厚さ1.50cm、 5.7 g を測る。 暗黒色を呈する。

4S F 35 (4SD10灰色土、 北①土層図 6 層） (Fig. 21) 

土師器

椀 (57)口縁部片で胎土がよく精選されており、 外面は明黄灰色、 内面は明黄色 ～ 暗灰色である。
4S F 35 (4SD10淡灰黒色土、 北①土層固 3 -12層） (Fig . 21、 Pia. 28) 

土師器

蓋 (58) ツマ ミ 径2.60cmを測る。 接 合面で剥離 し ている。 明黄 白色で焼成不良。

甕 (59)口縁部片で内外面ともに明黄茶色を呈する。

椀 (60)口経18.0cmを測り、 口縁部付近で若干内湾する。 内外面ともに明黄 白色。

青磁

碗 (61)底部片で見込みに櫛 目 の文様を施す。 高台部は露胎。 同安窯系。

4S F 35 (4SD10灰色粘、 北①土層図13-15層）(Fig. 21、 Pia. 28) 

須恵器

壺 (62)口経16.4cmを測る。 口縁部を屈曲させ二重口縁に成形する。 調整はヨコナデ。 外面は暗青灰色、

内面は明灰色、 焼成・還元良好。

土師器

椀X杯 (63)口縁部から体部にか け ての片で内湾 し ながら口縁部で直に立つ。 淡黄茶色を呈する。

坪 (64)底部回転ヘラ切りで器肉が薄い。 胎土はよく精選されている。

甕 (65)口縁部片で口唇部内面に横方向の ミ ガキ を施 し 、 黒色化 し ている。 外面は刷毛目。
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黒色土器

椀 (66 -68) 66はA 類の口縁部片で内面 に ミ ガ キ を施す。 外面は黒褐色 ～ 赤茶色を呈する。 67は B 類で底

径8.40cmを測る。 高台は断面三角 形を呈し、 内底に 不定方向に ミ ガ キ を施す。 体部外面 に エ具痕と ミ ガ キ

を施す。 68は口縁部片で67と同 一遺物の可能性がある。 内面は斜方向、 外面は横方向に ミ ガ キ を施す。
4SF35 (4SD10暗灰粘、 北①土層図16 -20層） (Fig. 21、 Pla. 28) 

土師器

椀 (69) 体部から内湾し口縁付近で直 に 立 ち 上がる。 内面に 一部 ミ ガキ を施し、 口縁端部は黒色化する。

黒色土器

椀 (70、 71) 70はA 類の口縁部片で内面口縁部を横方向、 内面体部を不定方向に ミ ガ キ を施す。 71は底部

片で高台はやや高い。 内底に ミ ガ キ を施し、 外面は明黄赤色を呈する。
4SF35 (4SD10③、 北②土層図19層） (Fig. 22) 

須恵器

壺 (72)肩 部片で内外面ともに ヨコナデ。 外面は暗黄灰色、 内面は明黄灰色を呈し、 焼成・還元良好。
4SF35 (SD10) (Fig. 22、 Pla. 28) 

白磁

碗 (73) 内面に 文様を施し、 明緑灰色の釉を施す。 内外面 に 貫入が見られる。 光沢度・ 透明度高い。

4SF35 (S - 2) (Fig. 22) 

土師器

鉢 (74) 片口鉢の口縁部片で内外面ともに 明黄 白色を呈する。 胎土 に 角 閃石を含む。

小皿 (75) 底部糸切りで内外面ともに 明赤茶色を呈する。 焼成不良。
4SF35 (4SD01-a 、 南①土層図 3 層） (Fig. 22) 

黒色土 器

椀 (76) A 類の口縁部片で内面 に 横方向に ミ ガ キ を施す。 胎土は精選されている。
4SF35 (4SD01③、 南①土層図 4 層） (Fig . 22、 Pla . 28) 

須恵器

甕 (77) 体部片で、 外面は格子目、 平行叩き に 緑茶色の自然釉がかかり、 内面は同心円当て具痕が残る。

焼成・還元良好。

土師器

坪 (78) 口経11.0cm、 器高3.25cm、 底径6.1cmを測る。 底部処理は摩耗 に より不明。 明赤茶色を呈する。

4SF35 (4SD01-b、 南①土層図 5 層） (Fig. 22) 

須恵器

蓋 (79) 輪状 ツマ ミ が付く蓋で天井部外面は回転ヘラ削り痕が残る。 内外面ともに 明灰色、 焼成・還元良

好。

4SF35 (4SD01④、 南②土層図 8 層） (Fig. 22、 Pla. 28·29) 

須恵器

皿 (80) 口経12.1cm、 器高1.25cm、 底径9.0cmを測る。 底部は回転ヘラ切り後、 ナデ。 調整はヨコナデ。 内

外面ともに 明灰色。

壺 (81) 胴部下 半の片で、 底径10.2cmを測る。 残存体部外面上半は平行叩き、 下 半は回転ヘラ削り、 内面

は横方向のエ具痕、 指頭痕が残る。 底部はナデ。 外面は淡赤茶色、 内面は淡赤灰色を呈し、 焼成良好で還

元はやや不良である。

甕 (82、 83) 82は胴部片で外面は格子目叩き後、 ナデ、 内面は同 心円痕の後、 平行の当て具痕が残る。 明

灰色で焼成・還元良好。 83は口縁部片で調整はヨコナデ、 外面は暗灰褐色、 内面は明灰茶色、 焼成・還元

良好。

土師器

坪 (84、 85) 84は口経12.2cm、 器高3.2cm、 底径7.7cmを測る。 底部は回転ヘラ切り、 体部は直線的に 立 ち
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上がる。 内面に煤が付着する。 色調は黄茶色。 85は口経15 . 0cm、 器高3 . 6cm、 底径8 . 2cmを測る。 底部は回

転ヘラ切り、 体部中程まで内湾する立 ち 上がりで、 色調は赤 白色。

甕 (86)小型の甕でほぼ完形である。 口経20 . 0cm、 器高14 . 2cm、 底径9 . 3cmを測り、 口縁部ヨコナデ、 体部

外面は縦方向の刷毛目、 内面はエ具による横方向のナデ、 内底には指頭痕が残り、 煤の付着が見られる。

鉢 (87)口経20 . 9cmを測り、 口縁部ヨコナデ、 外面はエ具痕、 刷毛目が残る。 内面は横方向のエ具痕が残

り、 煤が付溶する。
4S F 35 (4SD01、 堀底） (Fig . 22、 Pla . 29) 

土師器

坪 (88-92)88は口経12 . 6cm、 器高3 . 35cm、 底径7 . 55cmを測る。 底部は回転ヘラ切り後、 回転ヘラ削り、

体部は直 線的に立 ち 上がる。 調整はヨコナデ、 体部下 半に煤が付着する。 ほぼ完形。 89は口経14 . 2cm、 器

高3 . 1cm、 底径7 . 65cmを測る。 底部は回転ヘラ切り後、 回転ヘラ削り、 体部は直線的に立 ち 上がる。 調整は

ヨコナデ。 90は口経15 . 1cm、 器高4 . 1cm、 底径7 . 95cmを測る。 底部は回転ヘラ切り後、 ナデ、 調整はヨコナ

デ。 ほぼ完形。 91、 92は接合しないが同 一個体の可能性があり、 薄いつくりで、 外面は丹塗り。

皿 (93)口経15 . 5cm、 器高2 . 2cm、 底径10 . 6cmを測る。 底部は回転ヘラ切り

後、 ナデ。 ほぼ完形。

椀 (94)底部 削り出し高台の椀片で高台径8 . 0cmを測る。 内底は不定方向のナ

デ、 外底は高台を削り出しナデで調整する。

甕 (95)口経26 . 0cmを測り、 口縁部外面はヨコナデ、 内面はエ具によるナデ、

体部外面は刷毛目、 内面は斜方向のナデ。 胎土に角 閃石を含む。

表土 (Fig . 23、 Pla . 29) 

土製 品 (96)鯛 ？ を模した土製 品である。 裏面はエ具によるナデを施す。

u
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F ig .  23  表土遺物実測図 (1/2)

( 4 ) 小結

今次調査からも道路遺構（推定西海道駅路） が検出されている。 他の遺構に関しては調査区が僅少なた

め検出されていない。 「まとめ」 で後述するが、 今回の調査区では、 東隣にある山ノ井南野遺跡第2次調査

で検出された3SD01が当調査区の道路遺構東側溝に繋がるのかが焦 点であった。 残 念ながら東側溝が現況

道路下に若干延長しているため、 確認が行えなかった。 しかし、 側溝の一部埋土と出土遺物から推定であ

るが連結していたであろうと考えられる。 ただし、 互いの遺構検出面の遺構が切り込む地山層が違う事(2

次調査と 4 次調査では 4 m道路を挟んで東西に位置するが検出標高か約30cm以上異なる。）等の問題点は指

摘しておく。 また、 これらの問題については、 2 次調査の報告書（筑後市文化財報告書第64集） を参照さ

れたい。
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IV. ま と め

今回の 山ノ井南野第3次調査、 第4次調査から検出され た道路遣構（推定 西海道駅路） 3S F35、 4S F35 (以
下 、 S F35)につ いて市内遺跡 から検出され た道路遺構含めて状況を まとめておく。

( I ) 市内で検出 さ れた道路遺構
現在ま でに、 市内では 6遺跡 、 9 件 の 道路遺構（西海道駅路） 調査が行われ ており、 そ の中には丘陵上

註 l

と低地上での 事例が 報告され ている。 今回の 調査は低地上に敷設され た道路遺構であるが、 ここに他遺跡
駐 2 註 3

の 痕跡 等につ いて概略を 挙げておく。 尚 、 痕跡 等の 分類につ いては山村 19 93、 小鹿野2003を使用し、 用 語
につ いては「」で小鹿野2003による用 語を使用している。

• 鶴田中市ノ塚遺跡第1次、 3 次、 4次調笛
市南部の 標 高約 12m- 12. 5m程に位罹し、 3度 の 調査（第1- 3 次） から両側溝対応パ タ ー ンとして 3

パ タ ー ン の 道路変遷を 報告している。 道路変遷では路面幅は縮小 傾 向 であり、 13 C 前半 ま でには廃絶して
いる。 付随する道路遺構関連の 遺構（以下 、 パー ツ） につ いては帯状硬化面、 硬化面が検出され ている。
帯状硬化面につ いては両側溝の「路肩部」と呼ばれ る位置に、 幅約 0 .3m程で側溝に沿 う 状況で検出され て
いる（山村 B-lb 類、 小鹿野 A-2a イ 類） 。 硬化面につ いては 「路面部」に幅約 6.lmの 硬化面を検出してい
る（山村 B-l a 類、 小鹿野 A-2a ア 類）。

註 5

• 山ノ井川口遺跡
市中央部で今次調査の 北約 100mに位置する。 標 高約 13. 5m程に位置する。 両 側 溝パ タ ー ンとして 3 パ

タ ー ン の 道路変遷を 報告している。 道路変遷では路面幅は縮小 傾 向 である。 付随するパー ツにつ いては刺
突状痕跡 （小鹿野 D-lb 類）、 波板状凹 凸痕跡 （小鹿野 C-2類）、 溝状痕跡 である。

註 6

• 羽 犬塚山ノ前遺跡
市中央の丘陵端部で標 高約 19m程に位置する。 道路全 体 （側溝、 路面） を丘陵部分の カ ット工法（山村

B タ イ プ） による施工である。 両側溝対応パ タ ー ンとして 10パ タ ー ン の 道路変遷を 報告している。 道路変
遷では路面幅は一部拡幅傾 向 であり、 拡幅側溝の 埋没時期を 9 C 前半以降とする。 付随するパー ツにつ い
ては帯状硬化面（山村 B-lb 類、 小鹿野 A-2a イ 類） 、 帯状硬化裂 土、 波板状の 連続土猥（小鹿野 C 類、 D-
1類） 、 硬化面（山村 B-l a 類、 小鹿野 A-2a ア 類） である。

註 7 ll 8 

• 鶴田木屋ノ角 遺跡 ・ 鶴田 牛 ヶ池遺跡第2 次調査 鶴田 牛 ヶ池遺跡第5 次調査
市南部の低地上である。 部分調査のみの 確認調査のため詳細は不明 である。 検出した両側溝が幅約 5 m

程度 あるため幾度 かの 掘り直しや配置換え等で幅広く検出した も のと考えられ る。

( II )山ノ井南野遺跡第 3 • 4 次調査で検出 さ れた道路遺構
1. 道路遺構の 規模

側溝延長は最大で約37 .8mを検出している。 側溝の 芯 々 間は約 11. 0m、 路面部幅約 9. 0mである。 しか
し、 東側 溝に関しては埋没時期が 西側溝より出土遺物から約 400 年程 違 いが ある事は指摘しておく。 した
がって、 道路（官道として） の使用 時期から東側溝の 位謹は変更していないと仮定しての数値である。
2 . 道路遺構痕跡
検出され た道路遺構に伴 う 各種痕跡 は

(a )側溝
(b )溝（一部側溝の 可能性 あり）
(C )帯状硬化面
(d )硬化面
(e )ピット群 1 (波板状連続土堀の 可能性 あり）
(f )ピット群 2 (牛 馬痕跡と考えられ 、 近 代、 現代の 可能性 あり）
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である。 以下 に各種痕跡と埋没時期について述べる。
(a )側溝
東側溝

検出延長約37 .8m、 幅約 2. 2-3. 0m、 深さ約 1.lm。 溝内は 2 回以上の 堀 直しを 推定し、 堀底はピット状
に並ぶ。 遺物の 時期につ いては龍泉窯系青磁碗や東播系鉢 な ど中世前半の 資料が出土しており、 埋没時期
を 13世紀代と考える。

西側溝
検出延長約31m、 最大幅約 1. 5 6m、 深さ約 0 . 6m。 溝内は 2 回以上の 掘り直しを 推定し、 堀底は フ ラ ット

である。 遺物の 時期につ いては黒色 土器 A 類椀が一番 新しく、 埋没期を 9世紀代と考える。
(b )溝

4SD03、 4SD 11、 4SD 17が該当し、 何れ も側溝に平行するか若干切り合 う 関係で、 埋土に黄色土粒を 含む
黒色土である。 この 埋土は側溝埋土等には 見られ ない土であり、 壊底が小ピット状に 凹 凸が激しく、 遺物
が出土しない等共通 点が ある。 4SD03につ いては 西側溝と切り合い、 側溝最終埋没層の 一段階前に埋没し
ていることから、 道路遺構廃絶時期に 近 い時期に、 道路遺構との 関係を 指摘でき る遺構であ る。

(C )帯状硬化面
検出され た痕跡 は北側（第3 次） では切れ ているか、 これ は削平を 受けていると考えられ 、 本来、 側溝

に平行するか、 若干蛇行し溝状に展開していたと推定する。 今回の検出で幅は約 0 .3m- 0 . 53mと若干差が
あるが、 問題は検出断面が 凹 状 (3SX 15、 4SX 05の 一部） と凸状 (4SX 05)に なる事である。 凹 部分は市内

検出例と同様であるが、 凸部分に関しては、 路面部の 硬化部分との 関係や、 そ の 性格につ いて再考する必
要が あると考えられ る資料である。

(d )硬化面
西側溝立ち上がり部から最大で約 1.8mの 幅で検出され る 4SX 0 6である。 路面部ではこの 部分の み が硬化

しており、 硬化面除去後の 下層から遣構（波板状の 連続土横 な ど ） は ない。 帯状硬化面との切り合いは確
認でき ず、 併存していたと理解している。

(e )ピット群 1
3SX 0 6、 07、 08、 4SX 0 9、 13、 14、 16が該当する。 これ らの ピット群はいくつ かに細 分され る。
A グルー プ (3SX 0 6、 07の 一部、 08、 4SX 0 9、 16)
これ らの 遺構は溝状遺構内、 若しくは小 ピットが連続する遺構群で、 埋土は (b )溝と同様に黄色 土粒

を 含む黒色土である。 検出面か一部硬化している状況も ある。
B グルー プ (3SX 07の 一部、 4SX 13、 14、 16)

----, 

3SX 07の 一部につ いては、 掘り込ん だ遺構とい う 認識では なく、 被せている（整地に近 い感覚）として捉
えている。 また、 4SX 13、 14、 16につ いては、 掘り込みに 近 いが、 あくまで「単 位」としての認識である。
これ らは A グルー プと層位の 違 いが あり (3SX 07での 切り合い関係による）、 部分的では あるが、 A グルー

プより下層の 遺構として認識している。
(f)ピット群 2

本文（第3 次 調査） で述べているが、 1. 路面部に残 され る路面突 き 固めによる刺 突状痕跡 、 2 .  旧 水
田 に残 され る牛 馬による耕作痕（小鹿野 E 類） が考えられ る。 1. につ いては山ノ井川口遺跡 で波板状の

11 9  

連続土猥に伴 う 痕跡として 報告が され ており、 2 .  につ いては熊野宮ノ後遺跡 での 痕跡と近似している事
が挙げられ 、 今回検出され た3SX 10につ いては、 そ の 痕跡 が 調査区の 一部（北端） でしか検出され ない事、
埋土は比較的上層の 旧 水田 床 土に 近 い事、 突 き 固めによる硬化が ない事から旧 水田 の 牛 馬による耕作痕跡
としたい。

（ 皿 ） 山ノ井南野遺跡第 2 • 3 次調査道路遺構と市内遺跡検出 の道路遺構の相違点
これ ら各遺跡 の 道路遺構（西海道駅路） から各種の パー ツを検出している。 これ らの パー ツの中で今次

調査検出遺構と市内 調査事例との相 違 点を 指摘しておく。
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(a )側溝
• 今次調査では東側溝が中世まで使用され ていた可能性が あるため両側溝パ タ ー ン が提示でき ない（掘

り直し、 浚渫 については両側溝で確認している） 。
• 今次調査の 東側溝である3S F30、 4S F 10と山ノ井川 口遺跡 東側溝 S F 10 4(SDOl 7)につ いては検出幅が

同規模 (2. 25-3. 3 m、 極端に 幅広） であり、 溝底部 レ ベ ルがほぼ 同一 （標高約 13. 2- 13. 22 m)である
ため一連の 溝として指摘したい。

(b )溝
tt!O 

• これ は側溝としての認識では なく、 道路遺構に 関連する溝状の 遺構を 指す。 山ノ井川 口遺跡検出例と
同様に 今次調査でも確認している。

(c)帯状硬化面
• 鶴田中市ノ塚遺跡 、 羽 犬塚山ノ前遺跡と同様 に 幅約 0.3mで「路肩 部」での検出であるが、 凸状の 帯状

硬化は今次調査では じめての検出である。
． 凹状の 帯状硬化面につ いては羽 犬塚山ノ前遺跡検出例の よ う に小 石、小 礫等の 覆 土は確認され ていな

し 、
゜

(d )硬化面
• 今次調査では羽 犬塚山ノ前遺跡 の よ う な「路面部」での全面硬化は なく、 ごく限られ た部分での 硬化

面 4SX 0 6 (西側溝 4S F0 1「路肩 部」から東へ最大約 1.8m部分） しか検出 し ていない。
・「路面部」痕跡としては山ノ井川 口遺跡 での 刺 突状痕跡 ない しは密 集した波板状連続土堀を 検出してい
ない。
• 今次調査では連続する小 ピット群を 確認している。

・「路面部」の断面が、 すり鉢状を 呈する鶴田中市ノ塚遺跡 、 凸状に なる羽 犬塚山ノ前遺跡とは 違 い、 今
次調査では 西側溝「路肩 部」を 除いて断面は フ ラ ット（削平を 考慮 に 入れ ない条 件 で） である。

(N)山ノ井南野遺跡
今次調査からは推定 西海道駅路と呼ばれ る道路遺構が良好な状態で検出することができた。 古代律令制

に より施工され た道路は当市を 南北 に 貫くことが歴史地理学や今までの 発掘調査成果から確認され ており、
今次調査では、 そ の 道路遺構に 残 され た施工痕跡 の検出が重要となった。

様 々 な痕跡 の中で、道路施工 に 関わ る痕跡となった小 ピット群や面的な硬化面等、今までに見られ なかっ
た痕跡 を 確認したことで、 道路施工（作道時・使用時・補修時・廃絶時） に 関わる諸問題の解決に 向けて
一つ の 資料提示となった。

現在、 道路遺構調査（官道調査） ではマ ク ロ 的な視野から路線 や推定 ラ イ ン の 問題が挙げられ 、 ミ ク ロ
註II

的な視野からは各種痕跡 等の 分類 に より施工方法等の 復元等の 問題が提起 され ており、 様 々 な視点から道
路遺構の復元が論 じ られ ている。

当市ではマ ク ロ 的な視野である路線 の 問題 につ いては、 発掘調査例の増加で駅路推定 ラ イ ン につ いて歴
lt12 

史地理学に よる先学の 推定が考古学的調査に より実証され ているが、 市内各遺跡 で異 なる路面部の 拡幅・
縮小 化の 問題、 推定駅家である葛野駅家所在地の認定や推定伝路との関わり、 郡境や条里の 問題が未だ残
され ている。 ミ ク ロ 的な視野である道路遺構の 構造論につ いては、 市内各遺跡 から検出され る各痕跡 が遺
跡 毎に 量的に 種類的に大 き な差が見られ 、 地形環境等を 考慮しない（直線 を 意識した） 古代律令制に よる
施工を裏付ける事となっている。 しかし、 地形環境等での 痕跡 違 いは逆に 道路造成方法 に 様 々 な技術が採
用され ている証拠であり、 痕跡 の 抽出、 分類とデー タ の 蓄積が重要に なっている。

次に 時期的な問題についてであるが、 今次調査で時期が 明 らかに なる賓料が出土した主 な遺構は東西側
溝である。 また、 路面部痕跡 の中に も遺物を 含むもの が ある（帯状硬化、 落ち込み ） 。 先 に 述べたとおり、
西側溝の 最終埋没を 9世紀代、 東側溝を 13世紀代と考 え る。 市内遺跡 の事例 では側溝から13世紀代までの
遺物が出土した例は ない（路面部を 切る中世の 掘立柱建物は鶴田中市ノ塚遺跡 に ある） 。 周 辺 調査で中世の
集落等を検出していない事や、 山ノ井南野第2 次調査から検出され た溝 (3SD0 1·10)との 関連、 白 磁や青
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磁、 東播系鉢、 瓦器椀等を 含むこれ らの 資料が道路遺構の 問題と併せて、 周 辺の中世 集落につ いても検討
しなけれ ば ならない。 また、 東側溝の み後世まで残存し、 路面部が道路として使用され ていたかにつ いて
は確証が得られ ないため今後の 課題となる。
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山 ノ 井南野遺跡第 3 次調査 出 土遺物一覧表 山 ノ 井南野遺跡第 4 次調査 出 土遺物一覧表

ニ：

鉢
椀

ロ
類

片
A

甕
甕

〗�
宣

言
真
暑
詈―
夏
言
宣
言
宣

言
疇`

S-1 
「―土 師器
S-2 
「―土 師器
S-3 

片

杯 X 皿、 甕、 片

須 恵器 坪、 蓋、 甕、 片 、 鉢
土師器 杯、 小皿、 椀、 鉢、 火鉢、 土鍋、 甕、

大甕
磁器 青磁碗、 染付、 片
陶 器 す り 鉢、 甕 x 壺

瓦質土器 鉢
S-4 

□師器 坪 x 皿、 坪、 土鍋
S-5 

□王師器 坪、 椀、 片
S-10 

須 恵器 坪、 蓋
土師器 椀、 片

S-15 

須 恵器 大甕、 蓋、 壺
土師器 片

S-20 

須 恵器 大甕、 坪、 甕
土師器 片

S-25 

須 恵器 杯 、 甕、 蓋、 壺
土師器 皿 X 高杯 、 椀、 杯 X 椀

S-25茶色土
須 恵器 片
土師器 片

S-25黒色土

I 須 恵 器 I 片
S-30 

須 恵 器 甕、 鉢
土師器 杯 、 椀、 甕

磁器 白 磁皿、 碗
瓦器 椀

土 製 品 土塊
S-30下 層

I 磁器 I 青磁碗
S-30淡黒色土

須 恵器 坪、 壺 x 甕
土師器 坪 X 皿、 片
石製 品 砥石

S-30暗黒色土

I 土師器 I 坪 x 皿片 、 坪、 片
S-30土層⑮

磁器 青磁碗
表土

土師器 片
磁器 皿

土製品

甕
坪、 甕

蓋、 甕
坪

甕
甕

、
、

壺
鉢

、
、

皿
坪

蓋、 壺
坪、 皿、 椀、 甕

甕
存

壺、 甕、 壺 x 甕
坪、 小皿、 甕
B 類椀
青磁碗
皿 ？

坪

片

甕、 甕 X 壺
坪、 甕
B · A 類椀

甕
坪、 皿、 椀
A 類椀

壺＿
杯

壺
杯、 甕
白 磁

昌
鉢、 甕
人形
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Tab .  5 山 ノ 井南野遺跡第 4 次遺物観察表 【単位は cm、 ( ) は復原値、
゜

は 残存長］

追 構 Sー番号 Fig . 番号 R 番号 名 称 器 種 ロ 径 底径 器店 残 存 備 考
4SF35 (4SD10) 10黒色土 21  45  02  須恵器 ]]! - 3 . 10' 頚部細片

4SF35 (4SD10) 10黒色土 21  46  01  須恵器 壺 2 . 90' 肩部細片

4SF35 (4SD10)  10焦色土 21  47  05  土師器 小皿 (9 30) ( 7 . 90) 0 . 90 全形1/4

4SF35 (4SD10)  10黒色土 21  48  03  黒 色土器 B 椀 1 . 80
° 

口 縁細 片

4SF35 (4SD10) 10黒色土 21  49  06  青磁 碗 (15 70) 2 . 60" ロ 縁1/16

4SF35 (4SD10) 10黒色土 2 1  50 07 行磁 碗 (18 . 00) s . so· 全形1/5

4SF35 (4SD10) 10黒色土 21  51  04  陶器 皿 1 . 00· ロ 縁細 片

4SF35 (4SD10、 ①) 1 0 · ① 2 1  52 02 束播系 片 口 鉢 7 20' ロ 縁細片

4SF35 (4SD10、 ①) 10 · ① 2 1  53  01  土師器 小皿 1 10' 細片

4SF35 (4SD10、 ①) 10 · ① 2 1  54 03 安 山 岩 す り 石 長6 35 幅4 . 20 耳2 . 40 重 さ 83 . 2 g 

4SF35 (4SD10、 ①) 10 · ① 2 1  55  05  安山岩 す り 石 実測図別紙

4SF35 (4SD10、 ①) 10 · ① 2 1  56 04 金属 滓 長4 15 幅1 . 70 匝1 . 50 重 さ s r n  
4SF35 (4SDl0) 1 0灰色砂 21 57 01 土師器 椀 3 . 30

゜

ロ 縁細 片

4SF35 (4SD10) 10淡灰黒色土 21 58 01  土師器 蓋 2 . 60 0 .  75' つ ま み の み

4SF35 (4SD10) 10淡灰黒色土 21 59 02 土師器 甕 2 . 50' ロ 縁細 片

4SF35 (4SD10) 10淡灰黒色土 21 60 03 土師器 椀 ？ ( 18 00) 2 . 70
゜

口 緑1/8

4SF35 (4SD10) 10淡灰黒色土 21 61  04  青磁 碗 3 . 30' 底部1/4

4SF35 (4SD10)  1 0灰色粘 21 62 01 須恵器 空ヤ ( 16 . 40 )  4 . 40
゜

口 縁1/4

4SF35 (4SD10) 10灰色粘 21  63  02  土師器 椀 3 . 15' ロ 縁細 片

4SF35 (4SD10) 10灰色粘 21  64  03  土師器 椀 2 . 10
゜

底部細片

4SF35 (4SD10) 10灰色粘 21  65  04  土師器 甕 4 . 05' ロ 縁細 片

4SF35 (4SD10) 10灰色粘 21 66 05 焦 色土器 A 椀 2 . 80
゜

ロ 縁細 片

4SF35 (4SD10) 10灰色粘 21 67 07 黒 色土器 B 椀 (8 40) 2 . 20· 底部1/4

4SF35 (4SD10) 10灰色粘 21 68 06 黒色土器 B 椀 2 . 00· ロ 縁細片

4SF35 (4SD10) 10暗灰粘 21 69 01 土師器 椀 4 . 90" ロ 緑細 片

4SF35 (4SD10) 10暗灰粘 21 70 02 黒 色土器 A 椀 3 . 00
゜

口 緑細片

4SF35 (4SD10) 10暗灰粘 21 71  03  黒 色土器 A 椀 (8 . 40) 2 . 10· 底部の み

4SF35 (4SD10) 10 · 3 22 72 01 須思器 空- 5 . 25
゜

肩部片

4SF35 (4SD10) 10  22 73 01 白 磁 碗 3 . 05
゜

ロ 縁細片

4SD35 (S-2) 02 22 74 02 土師器 片 口 鉢 2 . 50
゜

口 縁細 片

4SD35 (S-2) 02 22 75 01 土師器 小皿 0 . 80' 底部細片

4SF35 (4SD01 、 a) Ola 22 76 01 黒色土器 A 椀 2 . 40
゜

ロ 縁細片

4SF35 (4SD01 、 ③) 01 · ③ 22 77 01  須 恵器 甕 7 . 70
゜

体部細片

4SF35 (4SD01 、 ③) 0 1 ・ ③ 22 78 02 土師器 坪 ( 1 1 . 00 )  3 25 6 . 10" 全形1/4

4SF35 (4SDO 1 、 b) 0 1 · b 22 79 01  須恵器 大蓋 (12 . 00) 1 . 50' つ ま み1/8

4SF35 (4SDO 1 、 ④) 0 1 ・ ④ 22 80 01 須 恵器 皿 (12 . 10 )  1 .  25 9 . 00
゜

全形1/3

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 ・ ④ 22 81  08 須恵器 空． 1 0 . 20 13 . 60" 復元体部のみ

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 · ④ 22 82 03 須恵器 甕 6 . 45' 体部細 片

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 ・ ④ 22 83 02 須恵器 甕 4 . 00' 口 緑細 片

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 ・ ④ 22 84 04 土師器 坪 ( 12 . 20) 7 70 12 20· 体部1/6

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 · ④ 22 85 05 土師器 杯 ( 15 . 00) ( 8 . 20) 3 . 60 体部1/2

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 ・ ④ 22 86 07 土師器 小甕 (20 . 00) 9 . 30 1 4 . 20 復元完形

4SF35 (4SD01 、 ④) 0 1 · ④ 22 87 06 土師器 鉢 (22 . 90) 6 . 95" 体部1/5

4SF35 (4SD01損底） 01堀底 22 88 06 土師器 杯 1 2 . 60 7 . 55 3 35 復元ほぽ完形

4SF35 (4SD01廣底） 01横底 22 89 07 土師器 坪 ( 1 4 . 20) ( 7 . 65) 3 . 10 全形3/4

4SF35 (4SD01壊底） 01猥底 22 90 02 土師器 坪 15 . 10  7 95  4 . 10 復元完形

4SF35 (4SD01猥底） 01横底 22 91 05 土師器 杯 2 . 50" 口 縁細片

4SF35 (4SD01壊底） 01廣底 22 92 04 土師器 坪 1 . 50' 底部細片

4SF35 (4SD01漿底） 01堀底 22 93 01 土師器 皿 15 00 10  60 2 . 20· 復元完形

4SF35 (4SD01猥底） 01吸底 22 94 03 土師器 椀 ( 8 . 00) 1 . 1 5 底部1/3

4SF35 (4SD01城底） 01塘底 22 95 09 土師器 甕 (26 00) 19 . 00' 全形1/5

表土 表土 23 96 01 土製品 人形 長1 . 80 幅2 . 95 肛0 65 完存

4SF35 (4SD01 城底） 01墳底 08 土師器 甕 15 . 40' 体部片 未稿裁
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P L A T E 

凡 例

遺物写真右下 の番号 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

号番

1

1
物遺



Pia .  1 

全景 （北か ら ）



乙 ·e 1d



Pia .  3 .,..,. 

耐

,
l
 

、
、9

f
 

4 ,．
 

一．ヤ

f
i,. 、
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f.、
f

•••
 

ぷ
J

.
 

•
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ヽ
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}
 

'
,·,
J.
.

”
 

ー·
}
 

ヽ彎
4

ノ▼

土層観察 （南東か ら ）

3S D30 

........... 、VJ ·'-a: _ . . -r--

検出状況 （南か ら ）

3S K0 1 



Pia .  4 

�� 

• 一
3SD30 完掘状況 （南か ら ）

溝底部検出状況 （南か ら ）



� 'ヽ

·
...

.I . . . 
3S D30 土層観察 （北か ら ）

軍浮叩

3S D30 土層観察 （北か ら ）

Pia .  5 

. � 
·.'. 江 ·



Pia .  6 

�-—,--. 

祐生IC,,遭�'l'.l.――ふ．？

3S D25 完掘状況
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＊
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ヽ
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’̀
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ヽ
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ヽ

3SD25 

��- -ヘ

土層観察 （北か ら ）3SD25 



Pia .  8 

·、

ミッ

3SX 15 

3SX 15 



Pia .  9 

ら． 、し訟::.1
検出状況 （南か ら ）



Pia .  1 0  

3SX07 検出状況 （南か ら ）



Pia .  1 1 

3SX08 



Pia .  1 2  

� ,,.., 
検出状況 （南か ら ）

3SX10 完掘状況 （南か ら ）



.. --A慶謂藷滋釦: •• '● が’ 心”

山 ノ 井南野遺跡第 4 次調査 全景 （北か ら ）

喩'�' '"
山 ノ 井南野遺跡第 4 次調査 全景 （南か ら ）

Pia .  1 3  



Pia .  1 4  

_, , 沿'. .
;:.:....; ツ, . ......... ,. → ー
全景 （北か ら ）

�':j, ,.1'轟、 '"<"' :. ,,,. ぶ' ,, ヽ

ん 一 :..... ·� � 后
山ノ井南野遺跡第 4 次調査 全景 （真上か ら ）



Pia .  1 5  

:_·:�� -�� � >,-,-. ·. ':、る _, _ 

4S D 10 完掘状況 （南か ら ）



Pia .  1 6  

4S D 1 0  完掘状況 （南か ら ）

4S D 1 0  土層観察 （北か ら ）



Pia .  1 7  

4SD01 、 各種道路遺構 検出状況 （南か ら ）

4SD01  完掘状況 （南か ら ）



Pia .  1 8  

4SD01  土層観察 （北か ら ）



Pia .  1 9  

4SD0 1内 土器検出状況 （東か ら ）



Pia .  20 

4SX05 完掘状況 （南か ら ）

4SX05、 06、 16 検出状況 （北か ら ）



Pia .  2 1  

4SX05、 06 完掘状況 （南か ら ）

4SX05、 06 検出状況 （北か ら ）



Pia .  22 

.... 
4SX09 掘 り 下 げ状況 （南か ら ）

..,;;i,t.,.'l;; 

完掘状況 （北か ら ）



Pia .  23 



Pia .  24 

4SX 16  検出状況 （北か ら ）



Pia .  2 5  

4SX0 8 除去後 路面部状況 （南か ら ）



Pia. 26 

山 ノ 井南野遺跡第 2 • 3 •  4 次調査全景 （デジ タ ルモザイ ク に よ り 合成 し て い る ）



2
 

3
 

4
 

10 

Pia .  27 

14 

16 

19 

17 

18 

20 

21 

25 

26 30 



Pia .  2 8  

67 

54 

49 

71  

32  D 73 

6 1  

33 

77 

62 

34 

66 80 

52 

68 

60 81  



Pia .  29  

88 

90 

82 

93 

83 

94 

85 

95 

86 ． 
96 

87 
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